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轟校生を対象としたライフスキル教育の実践とその効果の検討

ースキル得点の変化と生徒のプログラム評価を中心として一

筑波大学飯田順子

木研究では， ライフスキルトレーニング (LST) のスキル得点と生徒のプログラム評価

における効呆検討を行うことを目的に，「ライフスキルとは何か」「自己忍識」「惰動への

対処」「効呆的コミュニケーション」「ストレスヘの対処」「烈思決定」に焦、点をあてた

LSTの授業案を作成し，閃東圏内の高校に辿う高校生16名を対象に実施した。学校I_-t活

スキルの下位尺度レベルの分析では，『自己学習スキル』『進路決定スキル』の布意な得点

の上昇がみられた。項目レベルの分析では自已学習スキル 2項目（「試験の結果を学習

に活かすことができる」「白分の日標に照らして課題を持って学習に取り組むことかでき

る」），巡路決定スキル 2項日（「将来役に立ちそうなのばすべき自分の才能が何である

か考える」「1!！］姐を解決するとき，複数の選訳肢を考えることができる」），健康維持スキ

ル 1項目（「生活のリズムをくずさないように腫眼時間に気をつけることができる」）の 5

つの項目で有烈な得、1仄のI□昇がみられた。また牛徒の授業内容に閃する評価では「おも

しろさ」「理鮒の『i!．度」「利川可能骨」ともに4.50以上と高い得点が示された。生徒の自由

記辿を k]法に基づいて分類した結呆から，今回の内容が概ね肯定的に受けとめられてい

たことが示された。

キーワード：ライフスキルトレーニング，高校生，予防教育，一次的援助サービス

I. 問題と目的

不登校やいじめのI!i]題を考えたとき，間題状況が発

生してからの対応だけでなく，「閏題状況が起こる前に

いかに援助サービスを提供し「閏題の発生を予防してい

くかという予防教育や，子どもが間題状況を自ら采り

越えていく力を育む間発教育の重要I•生が指摘されてい

る（石隈． 1999)。予防教育の充実は各国の学校教育

でも諜むとなっており．山崎:.渡辺・戸田 (2013) は

欧州各1l| •オーストラリア・中日節で行われてし)る予

防教育の実践を紹介している。これらの予防教育や開

発教育は．すべての子どもを対象として行われる教育

実践であり，学校心狸学の三段階の心理教育的援助サ

ービスという概念のなかでは．一次的援助サービス

(l'，防•発泣促進的援助サービス）に位懺づけられる

（石隈． 1999)。一次的援助サービスには．「わかりや

すい授業」や「学級を育てる学校行事」など教Ililiが日

常的に行っている活動から，構成的グループ・エンカ

ウンターやソーシャルスキルトレーニングなど，心理

学やカウンセリングのなかで用いられてきた技法を，

学校教育に適用する形で広がった心理教育プログラム

などがある（水野・石隈•田村・田村・飯田， 2013) 。

心理．教育プログラムは，①心理学の研究や理論に基づ

いており，実証的基盤がある，②単なる知識の伝逹に

とどまらず参加者が積極的に行動を練習する要素が

含まれている，③発達段陪や文脈の影響が考慮されて

いる， という特徴をもっている。学校現場で実践され

ている代表的な心理教育プログラムとして， ソーシャ

ルスキルトレーニング，構成的グループ・エンカウン

ター，メンタルヘルスプログラム，ライフスキルトレ

ーニングなどがある（飯田， 2014)。

ライフスキルトレーニング（以下， LST) は，喫

煉・薬物乱用防止や食習慣の改善など健康教育の分野

で発展してきた心理教育プログラムである。ライフス
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キルとは．「日 1位生活で牛しるさまさまな 11ll}姐や裳求

に対して，建設的かつ幼呆的に対処するために必裳な

能力 (WHO,1997)」である。 WHO0997) のモテ‘

ルでは， 『烈息決定・間氾仰（決』『剖造的息考・批‘「l」的

息考』『効果的コミュニケーション・対人閃係スキ

ル』『白己点晶・共虻吋l』『|か1り動への対処・ストレスへ

の対処』の， 5セソト 1(）スキルがライフスキルの中核

とされてしヽる。 LS'「は こオしらの中核的ライフスキ

ルを仲ばすことで，間む行動をf防することを忍図し

てしヽる。このプログラムの背鼠には従来の柏報に近

開の禁燒！・桑物防lIープログラムの効呆が薄く，仲間か

ら誘いを受けた1月どのように断るか（コミュニケーシ

ョンスキルの間題），一度始めたらどのようなことに

つながるか（怠息決定スキルの間姐）としヽったライフ

スキルの育成が，間題の予防には欠かせないという考

え）jがある。

Botvin & Griffin (2004) はこれまでに実践された

13のLST予防プログラムの効呆研究を概観し， LST

アプローチがアルコール，喫煙，薬物乱用に対して行

動面に効呆的な影閻を及ぽしていることをぷしている。

その 1つの研究として． Botvin (2000) は 薬物 乱用

予防に 1i.---；、1互をあてた LSTプログラムの実践を報告し

ている。このプログラムは一般的に小学校 6年△生で

始まけ． 7 年生• 8介豆t（日木でいう I中学校 1年生

2一年生） IIか に もう一度確認のためのセッション

(booster sessions) が行われる。プログラムの内容は，

薬物使川を含む多くの場11rliで利川可能な一連の個人

的・社会的スキルを牛徒に訓練するものである。 It徒

はコミュニケーション．白己主張．應息決定や目椋

設定．日分白身で行動を変えてしヽく）］略 (self-directed

behavioral change strategies)，不安や社会的プレ、ノ

シャーに対処するためのコーピング法につしヽて教わる。

このプログラムは将来の薬物使川を減少させること

か示されており．その効呆は大きい（｛洲究によって

40%から80%の減少が報告されてしヽる）。さらに． こ

のプログラムは深刻な梵物閃連の間｝息たとえば危除

連車入過度な飲洒 (bingedrinking). i」も合薬物の使）廿

(polydrug use) とし＼った間四を誡少させ，良し、結呆

をもたらすことが小されている（うまた． この効果・は，

学校の地坪的条件（たとえば都市部，郊外． I-JI I尉）地

域）や人柿（口）＼．アフリカ系アメリカ人．ラテンア

メリカ系アメリカ人（日ispanic)）にかかわらす示さ

れている。また， フォローアノプ効呆も 3か）］から 6

年間としヽう範I川で罰忍されてし＼る (Botvin,2000)。

I ！本に lよ，）Ii、)：Ill・高イ i'四岡・ TiJIIがWHOの編集

した本を；具した『WHO・ ライフスキル教行プログラ

ム』 (1997) や特）11 (1999) の『総介的学胄でするラ

イフスキルトレーニング』によってしSTが紹介さ

れている。そして 9 | 1本でもしヽくつかのプログラムが

実践さオしてしヽる。松林・柚III詞・高岡 (2014) は， 定11}

訓高校生を対象に LSTを実施し，その幼呆を検1いlし

てしヽる。その糾呆，杜会的スキル，＇芹校生活に対する

満足感， 肯定的な白已受容， 自専感柏においてイ［衣な

変化は得られなかったが，得、点の1：昇はみられていた。

特に，介人廿りの社会的スキル，学校生活に対する満足

感の尺度得、1仄が低い牛徒において， 介人後の得，1,1，［が晶且

著に上昇してしヽた。 また， 石）II・！」」 1.11・熊谷・骨渭lf-.

勾Jイ・}•竹・払j. 平田，篠原，石隈 (2009) は高校！—1:21 名

を対象に，「白己を知る」「他者・船団とつきあう」

「学習を［）こする」「キャリアについて考える」という

ライフスキルの 4要素に働きかける授業を 6授菜時間

X 4日間（合計24授業時1}ij) にわたり実施し，進路決

定効力感尺度，職業忌避的仰I［サ尺度，就業不安尺度，

I11]-'|、生地位判定尺度を）廿いて効呆を検』している。

その結果進路決定自己効）J感の日立尺度である［自

己評価」の得、1信が存應にI．．昇し，職業忌避傾向尺度の

得、1仄が布意に低ドした。また1I'ij-、1生地位半1J定尺度にお

いては現在の自己投人，過去の危恨，将来の白己投

人の危機 3つのド位尺度すべてにおいて，行急な得灼．、

の上昇がみられた。このことから， ライフスキルの授

業を行うことで，職業意識や同一↑生地位に肯定的な変

化がみられることが示されている。このように高校牛

を対象に LSTを実践している研究がいくつかみられ

る一方で LSTの実施によってスキル得サ，罰にどのよ

うな変化があるのか また LSTを1本験したりこ徒がど

のような感想をもつのかという検証をしている研究は

少ない。

以上のことをふまえ，本研究では，高校生を対象に

ライフスキルに関する一連の授業を行い，スキル得点

の変化からその効呆を量的に検討することを目的とす

る。 Ii.」時に，スキルトレーニングでは，学習されたス

キルが日＇常的に活川されて始めて効果が生まれると名

えられているため，今Iillの授業がどのように生徒に受

けとめられたかとしヽう視，1!りょからも質的に検吋を行う。
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II. 方法
4. 授業内容と手続き

W日0 (2006) がオ化奨する 5セソト l(）スキルのうち，

1. 対象 『白己、意識』『効呆的コミュニケーション』『情動への

関東［巻1内の Ai,1．9ij校に迎う高校Itl6名（男子 5名， 対処』『ストレスヘの対処』『意息決定』をとりあげた。

皆）11 (1999) では，『剖造的息考』『批'「IJ的息号』は女子］ ］名）を対象とした。東以近郊の仕宅地に位侶し．

脩ち許しヽた雰 Ill•i 気の学校である。 4 年I|．．．．大学への進学

が半数近くと最も多く，専門学校進学，鉗期大学進学，

就職と続く進路多椋校てある。なお， この高校は総含

学科で工業系，農業系，伽祉系， ‘|iり報系など幅広い授

業を 1}伽翡しており，そのなかの 1つの授業として「心

則学人1IIj」という授業を夏季休暇期間に開講している。

その授業を選択した牛徒は，大学にて 4El ll!J l|」6コ

マ（合計24コマ），心坪学の講義を受ける。そのうち

の6コマ分を「ライフスキル」の授業とした。

『意息決定』プログラムを行う I緊に，選訳）j文をぢえ，

それを検吋する段陪で月1いられると紹介されており，

それら 2つのスキルに直接焦，1，門を当てたプログラムは

紹介されていなしヽ。また，『I甘l}姐i所（決』も，『應息決

定』の延長線l：にあるものと紹介されている。『共感

刊」『対人関係スキル』の内容をいれることも検討し

たが今阿は時間の関係でこれら 2つのスキルは，

『自己意識』『効果的コミュニケーション』の回で紹介

することにとどめた。各回は lI旦145分で構成され， l 

回に 1つのターゲットスキルを扱った。

2. トレーナー 各回の主な授業内容を表 1に提パミする。今回は「心

学校心l”ll_！」：svてある著者が主に授業を行った。『効

果的コミュニケーション』『梢動への対処』において

ロールプレイのモデルを［上徒に示す際には， A高校の

牡□1教員にパートナー役を依頼した。

理学入11「ー］」の授業の一環ということもあり，心理学の

理論や研究の講義をとりいれながら，スキルトレーニ

ングの災素をいれて授業を構成した。スキルトレーニ

ングの炭素については『ストレスヘの対処』『意息決

3. 実施時期

定』『情動への対処』については皆川 (1999) を参名

にし，『効呆的コミュニケーション』については平木

平成26年7月下旬に実施した。 (2009) を参考にし『自己意識』については今回祈た

にオリジナルなものを作成した。各日の授業の構成は，

スキルの提示（心理学に関する基礎知識についての小

テーマ

第 1|I Il 
ライフスキル

とは何か

第2lnl 自己怠識

筍j[11! ↑行動への対処

第411 1| 
幼呆的コミュ

ニケーション

第5|I II 
ストレスヘの

対処

第61) I I 立息1)↓‘IL 

表 1 本研究で行ったライフスキルトレーニングの内容

tな内容

ライフスキルとはどのようなものかを説明する

[1分のライフスキルを1叫尻するため．ライフスキルアンケートを実施する

ライフスキルと問題行動の関連を伝える

自已詔識を広げてしヽくことの重要1化を伝える

自已効力感・学翌1性肌r：力感について説明する

自分の強みを発見するエキササイズを行う

感 •I青とは何か．感•|fiの刑論とともに況明する

感情を適切に処丑I！するための方怯 (Stop& Think法）を紹介し，ロールプレーでモデルを示す。

シナリオ川紙に台本を作り，会話の紬晋をする。

効果的なコミュニケーションを学ぶ重要『／：を仏える。

「アサーション」としヽう概念を虚町し． 1:1分のアサーション度を把握するため．アサーションチェックリ

ストを実施する 1う

アサーションの 3つのタイプのコミュニケーションのモデルを示しポイントを説明する。

シナリオJI}紙に合本を作り．会，＂りの象東翌 1をする。

とのような出木れかストレ yサーになりやすしヽのか ストレスとしヽう概念につしヽて溝義を行う

今の白分につしヽて， ワークシートに「ストレノサー」「ストレス反応」「ストレスコーピング」を出人する

ストレス対処仏を増やすため．「10秒呼吸法」を練習する

こオしから進路を選んでし、＜過札＇やイ 1_1fを逝んでし＼く過利にお（ナる「在息決定」の甲要件を仏える

l91分の仙仙観を知る活動として． ［ー：者択・ー』を体験する

む：息決定モテルのワークシート 1こ従し‘． かえらオした設定て烈息訊定を1j・う練習をする
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内容

本時のねらし‘

(2分）

スキルの4是小

(3分）

講義 (5分）

モデリング

(5分）

リハーサル①

ワークシート諜題

(10分）

リJ¥ーサル(2)

グループりーク

(5分）

! l 4<‘]をも交、い岬l-：：げ1ジ恨 筍7'り（2014年鼻！斐）

衣 2 『I’1 に1．じ、1[iヽ をあてたプログラム」受業案

トレーナー（教帥）の働きかlt 
・-・・・ー・ 一一

「自己心識Jとは何かということを説明し， このIIか間の II 1撃をにえる r

自口、i:'虹載• I:I己月1.iij:（をl』、(-f`てし＼くこと。長1ui．位）所も含め 1、-1分のことを知ってし‘

くこと。

111翌：・..白已J.lli府を広1]：てし＼くことで， ［l杓感I‘I'i（自分を知り奸き 1こなり大切！こす

ること）か閻まってし＼くこと，それが自分の健康を 1:1分でがることに/.)なかって

いくことを知る

l l本の砂校生の白杓感情か他の日の，介ji交40)それと比ぺて著しく低いことをがす

データを提がする。 Il 本には謙遜する文化があるので，囮，1•I.［か低くなる傾向があ

るかもしれなし、か， ［I 停感•I内は粕神的健I、ドや健令な人間関係の構．築［こ関連がある

と，；われているもので， I ，i,！り感 •l·1りが低いことは4話のあらゆる I川に影嬰すること

を(!.；える c

［日分を奸きになりなさし＼」と；＿iっても好きになれるものではないこと，「1分を

l豆外・知浙含めて知ること（自己．在識を広げること）が， 191分をかけがえのない

人リ）な存在と息うことにつながっていくことを（ム、える。

おちこんだとき， 目分の強みは何かということを應識したり， ［1分が→苦手なもの

が得名な人を見つけるということが大事であることを仏える。

ジョ Jヽリの窓の］別］をし， 白分白身を知ってし、＜ことか， 「1分をより深〈 Hifij]Iし

てし＼くことや円滑な人間閲係を築く上で大切なことを伝える。

トレーナーの心人したワークシートを提小し，以下の 3,9•I!、を ll}［明する。

①「私ってどんな人？ J ••漢字ー文字で表現すると？
②「私の強み」…自己資加チェックシートから， 自分の強みを 3つ記人する。

③「私の弱点J.・自己賢諒チェソクシートから， 白分の弱，し間を 3つ晶人する。

※自己府源チェックシートとは，「優しい」「勒勉」などポジティフな内面的な賢

質とその鮒説が料いてある 1枚のシート。

上記⑰危）について「自已賓源チェソクシート」を参衿にしながら． うめる。

⇒自分を表現する漢字を考えることで 自分のイメージをじっくり考える。

⇒白分の強み・弱点をチュソクシートを使し＼ながら考えることで，糾たな気づき

を得る Q

→机I!il支援を行し、， ワークシートをうめられない生徒に配J慮する。

クループワーク「自分が•I,I『手なものを得意とする人を見つけよう 1 」

①で 191分が弱、［どとして選んだものを得意としている人を自山に歩き 1い1つて探し，

見つかったら名前を叫人して，表を完成させる。

→グループワークに参加することが帷しい生徒には，

無｝IIIしなくて良いことを伝え，そのIi}}の生徒の様fに気を配る。

咽:iJiilするもの

0 PPTてこの闊間の II椋

を提ぷする。

OPPTて） 1 本の佑j 校 I_•I・：．と

洵外の砂校IIの白灼感1"1りの

jt校のデータを提がする。

0日己幼｝）感乍習VI:I!II:｝） 
感を19itlリjするスライトを悦

ぷする()

OPPTでジョ） ＼I}の窓を

提ぷする。

OP!:,’I` でモデルを提ぷす

る。

〇ワークシートと「 l汀己賢

源チェックシート」を配布
ー」一つ
9 /a。

, --------------------------------------^、---------------------------------------------------_, 

シェアリング＋

フィードJ ソゞク

(5分）

まとめ (5分）

感想の19亡人

(5分）

この活動の感想や疑間、直について刊由にペアで晶し合う。いくつかのペアに発表

してもらう。出た應見や感想について， トレーナーが具休的にフィードバックす

る（ヽ

目杓感情を絣持してし＼くことはこれからの人生におしヽて人事なことであり． 自将

感情を維持するためにも， 白こ，意識を広げていくということは玉炭である。

必＇炭以 iJこ白分を貨めなし、

完咽を II指さない

疲れたときはゆ？くり休む とし＼ったことか大切である。

こiLらは授業のなかだltででさることではなく， 日頃から、忍識してバ活すること

が大巾。

この時間のふりかえりシートの；；已人を求める。 〇ふりかえりシートを配る。
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を含む） ｀モデリング， リハーサル， フィードハ

ックから梢成された。今回新たに竹成した『白己心

を高めるプログラムの授業案を表 2に提；ドする。

5. 効果の測定方法

以ドの①を 1回日の授業1}l―l始時・と 6|I_11日の授業終j/

時に実施した。②については，各回終［前 5分ずつ闊

側をとって，感想の出人を求めた。

①学校生活スキル尺度（ i店校I•|．．．版）

飯田・石隈・ 1J1[I (2009) によって竹成された尺疫

であり，「日己学胄スキル (10項目）」「集団活動スキ

ル (6唄日）」「コミュニケーションスキル (13項目）」

「進路決定スキル (14項 1::1)」「健康糾持スキル (6項

日）」．合叶49瑣目からなっている。呼：校生活スキル）:

良は，その竹成過佐においてライフスキルの先行研究

(Darden. Ginter. & Gazda. 1996) を参考にしており，

今IlllのしSTの効果を測定するものとして内容的に適

していると判断し， この尺度を川いることとした。今

|I]はこの尺疫のうち， J直I□1数を少なくし授業時間を十

分に1i『保するため，飯Illら (2009)の囚子分析の結果

から' |｝,I『-負ィ詞州の高い 5項目をJ11いた。合計・25項 I二l。

なお）：位 5」l'-［|］を採）1]した際，今回ターゲットスキル

とする内容が含まれていることを確認した。各項 Hに

ついて， 1 (まったくあてはまらない）から 4 （とて

もよくあてはまる）の 4段階で評定を求めた。

②授業内容の評価

永井•新·:):j: (2013)のピアサポートプログラムの実

践て川いられていた設1ll]を参考に，授業内容の評価0)

成1間を作成した。

(1) 「この時1廿］の内容は，おもしろかったですか」

という 1!！］いに対して①ll9li白かった，②ややifii白かっ

た，③どちらともいえない，④ややつまらない，

まらなかったの 5件法で1rn答を求めた。

(2) 「この時間の内容はJ刑陪できましたか」という

間いに対して①坪解できた，②やや且I!iij;（できた:,（3)

どちらともいえない，④ややJllリ阻（できなかった，

解できなかったの 5件怯で［l叶答を求めた。

(3) 「今Il勉強したことは， I l常生活で使えそうて

すか」という間いに対して①使えそう，②やや使え

そう，①どちらともいえない，①やや使えなさそう，

⑤使えなさそうの 5件法で同答を求めた。

(4) 「次に， この授業のなかで学んだことや感じた

ことを自由に青いてください」という l!ilいに対して

自由記述を求めた。

6. 倫理上の配慮

実施に関する倫刑上の間］也については教育課程内

の授菜であったため，箭理職の許II」を得て実施された。

なお，質I}！］紙の実施に関しては通常の授業げ価とい

う目的に）JIlえ研究日的も含まれるため，質間紙の提出

は無記名かつ任点であること提出しない場合にも不

利益は一切ないことを冒頭で説明し，実胞した。

Ill. 結果

1. 学校生活スキル得点の変化の検討

事前アンケート未提出の生徒 1名を除く， 15名のデ

ータを分析対象とした。ライフスキルの授業による得

点の変化を検討するため，学校生活スキルの下位尺度

別に，対応のある l検定によって事前事後の得、点を比

較した（表 3)。その結果， 自己学習スキル (t(14) 

=3.25. p <.05)，進路決定スキル (t(l4)=4.36.p 

<.01) に有意差がみられ，事後の得点が事前の得点

表 3 学校［l：活スキル下位尺度別事前事後比較 (t検定）

、I'・均値
(qf) n 

スキル 15 263 289 325 

(076) (0 70) 

進路決‘)且スキル ]5 273 303 4 36 * * (14) 

(068) (0 58) 

ーリミ1JI打斤Jリ）スキル ]5 3 4 1 353 1 79 (14) 

(04tj) (0 38) 

コミュニケーションスキル 15 293 291 0.32 (14) 

(077) (089) 

健康維小『スキル 15 289 2 93 0 38 (] 4) 

(063) (0 78) 

il) +p<lO. *p<05. **p<Ol 
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衣4 ‘予1交庄直りスキル唄I□I別事前巾後比較（［検定）

Ii ((l[） 

祖題や］',,1児 復習をやることができる 15 2 53 2 67 147 (14) 

(092) (082) 

i見出物を期 11までに出すことかできる 15 317 347 ()()() (11) 

(092) (083) 

IIA易灸0)糸hサしを学胄に（古かすことかてきる 15 2 27 2 53 22（ぅ＊ (1 4) 

(080) (0711) 

『1分の 11t四に開らして，，閑題を打つで予胄に取り糾むことかてきる ] 5 240 307 3 57 * * (14) 

(091) (096) 

惰校や祁てりえられたもの以外て 1'1分て探して勉強することかてさる ] 5 2 4 7 2 73 ] 74 (H) 

(113) (I 10) 

進路決定スキル

しヽ ろしヽ ろな情報を．集め、糾しし喜えを4み出すことがてきる 15 2 7:3 287 l 00 (1 4) 

(I 03) (092) 

出てきたしヽくつかの名えを叶し〈比べたり 検，，寸したりできる 15 287 307 090 (14) 

(092) (080) 

将来役に立ちそうなのばすべき 1'1分のオ能が何であるかぢえる 15 300 333 265 * (H) 

(0.76) (072) 

進路に関する1青報を見つけるために． とこに行1ナばよいか知ってし＼る 15 260 287 1 74 (14) 

(I(）（う） (099) 

問題を解訊・するとき 複数の選択肢を考えることができる 15 2 47 300 2 78 * (14) 

(099) (093) 

集団活動スキル

校則に迩反するような行為を息いとどまることができる 15 373a 3 72a (］ 4) 

(0.'16) (046) 

(-i應．されたとき 自分の行動に1}｝)題かあったかとうか考える 15 333 353 115 (]4) 

(072) (052) 

まちかいがあったときに素直に謝ることができる 15 3 27 340 l 00 (14) 

(0.80) W.83) 

力 J として暴｝］や1i菜で傷つける前に一度l卜まって考えることができる 15 293 313 115 (M) 

(088) (099) 

たばこやお泊か未戚年の1本に及ぽす‘,i,・・につしヽ てHI!iij『してし＼る 15 380 387 100 (14) 

(0 41) (035) 

コミュニケーションスキル

友だちに白分の考えを1［ち明けることかてきる 15 267 260 037 (1 4) 

(105) (106) 

自分の悩みを訓か（こ十II談できる 15 293 267 129 (11) 

(110) (118) 

人との会，店の中で ，店を広けてし，＼〈ことかてきる 15 293 313 138 (14) 

(l 03) (099) 

人（こ対して 191分から晶しか！ナてし＼くことができる 15 293 293 0.00 (14) 

(096) (110) 

友だちの相成に0)ることかてきる 15 320 320 0,00 (14) 

(101) (108) 

健康維持スキル

何かからたの沢‘常に気づし＼たとき はっとかなしヽて大人に相訣することがで 15 313 293 187 (11) 

きる (099) (096) 

1炭れを感したとさ 休もことかできる 15 293 287 056 (］ 4) 

(103) (099) 

からだの晶l［かおかし＼，＼とき 保健主に11―くことかてきる 15 293 2.8 7 044 (14) 

(103) (106) 

II i-Iri0)リズ` ムをくすさなし＼ように11I[：Illu月間に気をつけることかてきる 15 2 27 2. 9 3 2 65 * (14) 

(088) (110) 

力＼レ．） iだの調 j'か、お‘/Jヽしし＼とき 1、1分の状態を，；菜て仏えること力‘てきる 15 3 20 3.07 056 (1 1) 

(068) (O冒88)

; i) ＋ p •< l (）. p< 05 "p < (l l 
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より1i：應に高し＼ことが小された。次に，学校itiif1スキ

ル25珀甘に対して唄甘別に対）応のある［検定によっ

て事飢事後の得息を比較した（表4)。その結果，「試

験の糾呆を学晋に活かすことができる」 (t(l4)=2.26,

p <.05), 「 IL-1 分の l~I 標に照らして諜題を持って学曾

に取り糾むことができる」 (t(l4)==3.57,p<.01),「将

釆役に立ちそうなのばすべき自分の才能が何である

かぢえる」 (t(l4)=2.65,p<.05),「I廿］姐を解仇する

とき，複数の選択肢を者えることができる」 (l(14) 

==2.78, JJ <.05),「生活のリスムをくずさないように

腫1il{1月間に気をつけることができる」 (t(l4)=2.65,p 

<.05) という 5つの項目におし＼て行意な得点の上

昇がみられた。また，「何かからだの異常に気つ｀いた

とき，はっておかないで大人に相談することができ

る」では (t04)==1.87,p <.10)，有烈傾向ではあるが

得点が低下してし＼た。

2.生徒による授業内容の評価

!J徒による各1且1の授業内容の評価を表 5に示す。

［今1:1の内容は，おもしろかったですか」については

4.75以1.:.，「今日の内容は，裡解できましたか」につ

いては4.67以1.:.，「今11勉強したことは日常生活で

使えそうですか」については450以上の平均値が各回

において得られた。このように，いずれの項日も，各

セクションにおいて高い平均値が示された。

次に生徒の自由記述について，各屈で得られた各生

徒の主な記述内容を内容ごとに切片に区切ったうえ

て，大学院で学校心理学を学んでいるネ士会人 1名とと

もにk]法に某づいて分類した（表4参照）。生徒のコ

メントを「 山生徒のコメントを分類したカテゴリ

ー名を『 』で表記する。まず 『自己意識』につい

て， 20のコメントが得られた。それらを k]怯に基づ

いて分類した結果，「自分を知ることが自分を好きに

なることにつながることがわかった」といった『学習

内容についての気づき』 5件，「日分の長所や鐙所が

わかって飢しかった。自分のことを少し好きになれそ

う」とし＼った『日分を少し奸きになれた』 2件，「ジ

ヨハリの窓はなるはどと息った」［ジョハリの窓を今

後高校生活で広げていきたい」といった『ジョハリの

窓に関連する感想』 5件，「ひきこもりのメカニスム

と学賞'『[l!1，f:）J感に関辿があることがわかった」「学習

、I’ftiII［力感と無気力がつながっていることはわかったが，

どうすれば学習‘|4月l，[：力感の状應を改善できるのか」と

いった『学習性軋I.、力感に閃連する感想・質I{｛l』 31牛，

「自分の良いところを 1’、1分で見つけるのは苦しかっ

た」「自分の長所と短面がみつけられなかった」とい

った『内容が難しかったという感想』 31’[「l:1分を

知ることと健康を保つことに 1斐［連かあることがわかっ

た」という『号：んだことをまとめる1付容』 2件に分か

れた。

3 1[Il l」の授業のI}、］容『情動への対処』については，

181牛のコメントが得られた。［く］法に砧づいて分類し

た糾呆，「信号機の考え方はとても [l‘iitで使えると思、

いました」といった『信号機の考え方の感想』 5件，

「自分は感情のコントロールが苦手なので，今回の授

業はうれしい内容でした」といった『自分の課題への

気づき』 2件，「「泣くから悲しいのか悲しいから泣く

のか」というのはとても興味深かった」「顔而フィー

ドハック仮虚が面白いと感した。確かに笑枚仇でいると

気分も上がるし楽しいことが多いように感じます」

といった『感情の講義への感想』 4件，「家放に強い

口調で言つてしまい，意見を受け人れてもらえないこ

とが多いので強く命令するのではなく，お！頒いする

ようにしたら良いのかと感じた」「幼稚枠Iや小学校低

学年の頃，「けんかする前に．心の中で 5秒Iiり数えて

から」と教わってきたのを思い出しました。その 5秒

間で，これから言う言菓を言ったら相手がどんな気持

ちになるかを考えることができ，子どものけんかの抑

止力になったんだと思います」といった『自分の経験

談』 3fl・ 「相手を説得させるには自分の気持ちを

きちんと伝えなくてはならないし， 自分の気持ちを知

っていなければならないので， コミュニケーションは

難しいと息いました」といった『感情のコントロール

の大切さと難しさ』 4件に分かれた。

4回目の授業の内容『効果的コミュニケーション』

については 25fl項•のコメントが得られた。 k] 法に基

づいて分類した結果，「私は非主張的な自己表現のタ

イプだなと息いました」「攻撃的なので改めようと思

いました」といった『自分のコミュニケーションヘの

気づき』 4件，「ドラえもんは心理学がつめられてい

て面白いと息いました。のび太は悪くないと息ってい

たけどのび太桔の態度も責められやすいものなんだ

と知りました」といった『例示したドラえもんに関す

る感想』 3件，「物事を迎めるためにバランスを意識
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表5 ライフスキルトレーニングの内容に関する生徒0)叶噌III

テーマ

第 21nI 

白己心：I,股

第3111!

佑動への対処

第4| l i | 

効呆的コミュ

ニケーション

第 51I_!l 

ストレスヘの

対処

第 6(111 

意思決定

おもしろさ

4.80 
((HI) 

4.94 

(0.25) 

・1.75 

(045) 

4.75 

(0.45) 

1.81 

(O.t-10) 

4.67 

(0119) 

4. 8 8 

(0.31) 

4 8 l 

(040) 

5.00 

(0.00) 

4.75 

(0.45) 

4. 5 (） 

(0.73) 

4.94 

(（）、25)

4. 7 5 

(0.45) 

5.00 

（（）冒00)

4.75 

(0.45) 

すれば良い方向に進んでいくことが分かった」といっ

た『コミュニケーションのバランスについて言及する

コメント』 3i牛，「言築以外の非言詞iflりメッセージの

力が相手に伝わりやすいと知り，パワーポイントで発

る授業で，もっとジェスチャーや声の大きさア

イコンタクトに‘注意してみようと息った」としヽった

『非言晶の人切さ』 3件，「DESC法では Describeを考

えるのが州ifしかった。人に自分の気持ちを丘えるとき

にまず冷静に言薬を選んで言う事が重炭だと分かり

ました」とし、った『DESC法に関する感想］ 5件，

「白分の忍―：見を伝えると「l□ ll l心的になると息ってし‘

たけど， 「l分の衣見をにえつつ相手にも Ii廿いてみるの

がし＼しヽ と学んだ」とし＼う 『自己i叫長＝「l己1:j1心的では

ないという気づき』 3ft, 「相手との関係によって）廿

いることか重製」「家放のなかで使ってみたい」「Iメ

ッセージは効果的たと息う」とし＼った『その他の感

化しし』 41'1・・！こう｝力刃且た。

感想 (KJi)、•てまとめた貼果）

予：習内容！こつし｝ての気つき (5)

1'1分を少し好き！こなれた (2)

シコハリの窓に1関連する感包 (5)

, J：．胄 ‘|•'i:J!lf)) 他！こ関連する感仕I_. 質間 (3)

払J‘谷力噌1iしかったとし＼’ー）他想 (3)

学んだことをまとめる内容 (2)

｛，；り機の各え力の感包 (5)

目分の記姐への気づき (2)

` I感111)(}）,，胤義への感包 (1¥)

1・1クJ‘0)魯予，u；尻［文 (3) 

皐'|1]のコントロールの大切さと難しさ (4)

目り｝のコミー1.ニケーションヘの気づき (1)

トラえもんの例がわかりやすし¥(3) 

コミュニケーションのハランスにつし＼てば及するコメント (3)

-J1,-i II{,10)人切さ (3)

DESC i人に関する感想 (5)

日已i．．張＝ 1a.1已I11、してはなし＼としヽ う気づき (3) 

その他

呼吸止の効果 (6)

ストレス0)]刑解が進んだ (.1)

ストレスヘの気づき (1)

ストレスに気づ〈ことが重災 (4)

ストレス対処怯 (1)

その他 (3)

気つき (3)

学んだこと (2)

巡路決定は應、と訊‘んてあるとし＼う気つき (2)

学んだことを活かしてしヽ きたし＼ （8) 

その他 (2)

、し）！！！臀:o)j受業全般1こIllするコメント (2)

51且l|］の授業の内容『ストレスヘの対処』について

は， 25件のコメントが得られた。まず，最もコメント

が多かったのは『呼吸‘i去の効果』についてであった。

「II乎吸社、ば文践的な方法だった。即幼性があった。ポ

安になった時，役立ちそうだ」としヽったコメントが6

1牛み、られた。他には「ストレスについては， よく闘j

く名前なのに理解してなかったです。トラウマ・

PTSDについて学んだ」といった『ストレスの迎解が

進んだ』というコメントが41牛，「ストレスはいろん

なことから受けることを学びました。クリスマスや学

校の人惰卒業，休暇からストレスを受けてしヽるとし‘

うのが立外でした。」といった『ストレスヘの気つ

き』 411¥「ストレスはストレスに気づくということ

かとても大出であるということがこの投業で分かりま

した。ストレスヘの対処怯もたくさん学んだので，ス

トレスを感じた時ばよ践してみたいです。」といった

『ストレスに気つくことが重災』というコメント 41牛，
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「「l‘ii『生‘活をi送る1:．でたくさんストレスはあるけど，

それをどうなくしていくかが大事なんだなと息いまし

た。でも，できるだけストレソサーをスルーできると

良し＼なと息し＼ました。」とし＼う『ストレス対処社、：』に

閃するコメント 4件．その他（授業内容の感想，学ん

だことの要約） 3 1牛であった。

最後に， 6回1」の授業の内容『意息仇定スキル』に

ついては 18件のコメントが得られた。「こういう風

に意息‘i九定の手順をフローチャートにしたことはなか

ったので妍何だった」という『気づき』 3件．「何か

を仇める 1月にその場の気分や勢いだけで快めるのでは

な〈，一炭筋道を立てて「何でそうしたいのか」「や

ったらどうなるのか」各えてから行動にうつしていこ

うと息った」とし＼う『学んだこと』 2件，「應息決定

と間くと大きなことだと感じるけど，普段からしてい

ることを知りました。巡路決定は意息、決定の 1つかな

と息しヽ ました」という 『進路仇定は意息決定であると

いう気つき』に1月するコメント 2件，「進路について

悩んでいたので良い学冑になった。なかなか価値観．

興味•関心適1外がそろう巡路をみつけることは難し

いが しつかりとみつけていきたい」という『学んだ

ことを泊かしていきたい』というコメント 8件，「意

息決定で最も爪視するべぎは何か」という質間，「キ

ャリアレインボーの考え方が好きだった」という感想

各1件，「身近なところに心耶学ってあるんだと息っ

た」という『心理学の授業全般に関するコメント』 2

件であった。

N．考察

1．スキル得点の変化からみた LSTプログラムの妥

当性

本研究では皆川 (1999)・平木 (2009)を参考に

51且1のLSTの授業案を作成し，高校生16名を対象に

実槌した。学校It活スキルのド位尺塵レベルの分析で

は日己学習スキル，巡路決定スキルで有意に得点の

上昇がみられた。次に，学校I-t活スキルの瑣11レベル

の分析では①試険の結果を学胄に活かすことができ

ふ②自分のI廿票に照らして課題を持って学習に取り

糾むことができる，③将来役に立ちそうなのばすべ

き自分の才能が何であるか考える，①間題を解決する

とき，複数の選択肢を塔えることができる，⑤生活の

リズムをくずさないようにII乖IIlし時間に気をつけること

ができるの 5つの項目で布應に得、点の土昇がみられた。

これらの項目のうち③～⑤は今回のプログラムで働

きかけた内容と一致しており，今回のプログラムの妥

叫生を示す結果と言える。①②については， ¥I'吋笈働き

かけた1村容ではないが應息決定や‘1行動への対処のプ

ログラムのI緊に，「将来やりたいことを実現するため

に，日々の意息決定（時間の使い）j) が大切である」

「弧い感恰に振りまわされずコントロールすることが

人切である」といったことを伝えたことが影糊してい

ることが衿えられた。

このプログラムの妥当↑生につしヽて，石隈・小野湘

(1997)が高校生1403名を対象に学校心浬学に晶づく

援助サービスのニーズ調査を行った結果，学晋面の二

ーズ（例．「意欲がわかず，勉強する気になれないと

き」悩んだ経験87%, 「授業の内容が分からなくてつ

いていけないとき」 72%) と進路面のニーズ（例

「将来の自分の職業， 自分の生き方，・進路に助言がほ

しいとき」 72%, 「自分の能力，長所，適骨が知りた

いとき」 63%) の項目がいずれも高いことが示されて

いる。今回スタディスキルの内容は他の授業との兼

ね合いから入れなかったが，中学l:j.：．．にスタディスキ）レ

の授業を行った飯田 (2010) においても， 自己学習ス

キルに焦点を当てた授業はいくつかのスタディスキル

の項目に有意な得点の上昇がみられ，生徒にも肯定的

に受け止められていた。学習行動や進路選択につなが

るLSTの内容は，高校生を対象としたプログラムと

して適切であったと考えられる。

一方，今回同様に働きかけた「情動への対処」「効

果的コミュニケーション」において，有意な得点の変

化はみられなかった。このことについて， これらの項

目は事前の段階から平均点が高かったため，得点上の

有意な変化がみられなかったと考えられる。コミュニ

ケーションスキルや感情コントロールは，幼児期・学

齢附jを通して集団生活や多椋な対人「関係の経験をつむ

なかで，高校生の段階では自己のスキルを高く評価す

る生徒が多いことが考えられる。一方で， LDや

Al)］―ID．高機能自閉茄等の発達障轡を有する高校生の

中には． コミュニケーションや感情コントロールを苦

手とする生徒も存在する（小貰t・東頑 YMCA・

ASCAクラス， 2009)。これらの生徒は， コミュニケ

ーションスキルや感情コントロールスキルが高いクラ

スメート同上がグループを築くなかで，孤立化してし
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まう場合も少なくなく、 さらにコミュニケーションを

練宵する桃公か減るとしヽう悲術炭がみられることも多

し＼。そのため． 1'，＇り校牛の段附でコミュニケーションや

感術コントロールカ、！tり手なり，孤につしヽ ては． ，．次的扱

助サーヒス， ＾，次的枕助サーヒスとして．小集団や伽l

別に紺噌する｛幾公を1i{［保することか爪＇炭である c．小

貫・東恥•YMC八 •ASC/\ クラス (2009) はコミュ

ニケーションやI|．泊I[Iiでの苫戦が大きしヽ児泊生り上を対

象とした lぷ l‘ プログラムの丈｝以集をまとめており，

参ぢになる勺

また， 1建ll{；tii」.『スキルにおし＼て，「何かからだの児

‘常に気つしヽ たと合， はっとかなし口で大人に1、II改するこ

とができる」をはじめ， いくつかの珀 1°1で得，直が低1<

してし＼た。ストレス対処の授業をした際に， ストレッ

サーやストレス）又応についてワークシートに叫人を求

めた際、「ストレッサーはあると息うがあたり liijにな

っていてわからない」といったコメントが数人から兄

られた。このことから，普段ストレスや舅1本のイ心間を

あまり意識することなく過ごしていたが． この授業を

受けて休調管岬やストレス対処といったことについて

「できていない白分」が意識化されたことが塔えられ

る。ストレス対処においては まず自分のストレスに

気がつくことが第一段階であり，今IE/の授業はそのき

っかけになったことが考えられる。一）］で得，I仄が低

ドしていることから，これらのスキル（例 健康・相談

スキル）をターゲットスキルとするスキルトレーニン

クアソプの実枷や，得，点が低ドした．生徒への11―直I別のフ

ォロー＊的、りの必嗅I化もが唆さ ・Aした。

2 生徒の評価．感想からみた LSTプログラムの妥

当性

牛徒の授業内容に関する謹価は「おもしろさ」「』Ii[

鮒の利度」「利）IJ可能‘|4」ともに4.50以l^であり， lりj

し改ふ点が示された。！ーヒ徒の白 Ill記述からは ①ターゲ

ットスキルにつし＼て学んだことに言及する内容．

んだ内容と 1-l頃の白分l:l均0)行動パターンをつなげて

老察している内容，（幻今IIII学んだことがどのように ll 

常小活のなかで使えるかとしヽうことについて，~了及する

内容，（4□じ翡学の講義に閃する感包・質間が付られた、）

今日の感想において，「ひきこもりのメカニスムと学

翌/ti：削［力感に 1州連かあることがわかった。」「ストレス

については よく間く名廿りなのに」用鮒してなかったで

す(.j-1 「小ごし＼ヒ［［のトラウマで、1布しヽものがあるが，

P'『S])に対しては冶灼（があり兄ll|lしてし＼ l tるとしヽ うこ

とを 1サ］し＼てい＇｛しかった。］とし、ったひきこもりやうつ

）内としヽったメンタルヘルスのりJIII｛人を予へ／こことか良か

ったとしヽった感包かみられ， 今日の1受業の内容が似汁交

牛0)メンタルヘルスリテラシーを高めていることがが

II笈された。メンタルヘルスリテラシーとは． メンタル

ヘルスの間凶をどのようにfl坊て合るか 1応を古が発I[

したときに気つくこと． とのような援助や沿燎が得ら

れるのか間｝邑を脊訂和するために 191分でてきることは

何か メンタルヘルスの間四をもつ身五な人に対して

どのようなことができるかとし、った知識のことをしヽう

(Jon11, 2012)。］orm(2012) にt, メンタルヘルスリ

テラシーはコミュニティ令休を対象としたキャンペ

ーン，教行場1-[ijての介人， メンタルヘルス扱助者のli)f

修インターネットを通しだ閏殴悦供なとによって高

めることができると述べている()|＇，羞校で心 J州学の授業

を収り人れる学校も J曽えてしヽ るが（枇，l，]i, 2(）09)， こ

のような授業は生徒にとって身五であり， i＇［定的に受

け」上められ， メンタルヘルスリテラシーを闘める活動

であり，柏極的に導人を検討する1ill什府があると息われ

る。

3. LSTプログラムのトレーナーについて

LSTプログラムのトレーナーをiiiiが担うのかとい

う、1ドについて考察する。集団で行う LSTプログラムは，

溝義とグループワークを糾み含わせた形で実施される

ことが多い。そのため，心坪学やカウンセリングの知

識や技fil'「に加え，学級集I寸1を対象とした授業を述ぶ『す

るスキルをもつ学校心I岨七が力を発揮てきる｛姐域てあ

ると考えられる。学校[Jl|I•-1：である教員やスクールカ

ウンセラーが，学校全休あるいは学年ことの LSTの

導入における Iド心的な役割が1Ilえるのではなしヽかと考

える。

また，今叫受染か終わった後に，数人の牛徒が進路

について相訣するため， トレーナーのところに質間に

来た-()こうした一次的採助サービスを行うことで， さ

らなるニーズがある牛徒は，一次的援助サーヒスや三

次的媛助サービスを受けやすくなるのではなし＼かと推

察される。水野; (2013) は，被猿助；と向骨に 1見jするし＼

くつかの研究を概観し，カウンセラーとの按触場面を

J曽ペェす-ことがスクールカウンセラーに対する被悛助志
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l[！『性をl贔める IIj泥l{lをぷ唆している。高校生の扱助二

ースが1'，9りし立］を］外IIfllや巡路IOiの1れ域におし＼て， ’享：校心HII.

亨：0）専門刊をもつカウンセラーがこのような授菜を行

うことはその教育幼呆にくわえて ~I徒がカウンセラ

ーを利川しやす〈なるとしヽう三次的な効果ももたらす

ことか期綺される。

4. LSTプロクラムの実践上の留意点

このような授業はライフスキルを予誓する授業であ

ると 1iilIIかに， グループワークを収り人れることが多い

ため， ［1分の忍見を述べたり札I手の怠見を自分の名え

に収り人れた 11)'{i、1本に対する指示に従って呼吸砂、•を

練冑するといった，集I-JI活動に参加するためのスキル

も同 1月に＇炭求される。そのため集団盾動が 1'り手な1|.（走

には， i［「動に参加すること 1111本が負担となる II［能竹が

考えられる（）［成11|•石隈 (2000) でも， コミュニケー

ションスキルを育てる実践において， トレーニング前

の白己効））感が低し¥1|：徒において効果が低しヽことがぷ

され， トレーニング前の特『I: に配慮する必災1~1: が示唆

されている。グループワークに参｝JIlするためのコミュ

ニケーションスキルや集団活動スキルは，社会で必裳

とされるスキルであり，長且Jl的にば望：習してはしい諜

趙ではあるか どのIIij、直でどの1閏度の活動が適切かと

いうことは1真爪に検』する必製がある。授業でグルー

プワークを行う［緊にはグループ分けに配l)はすること

や活動に参加しないことを認めること， トレーナーが

個別につき活動を促進することなど， 1恨々な配慮が求

められる。実I緊，今1日）の実践でも，当初は 4名のグル

ープで盾し合うことを予定していた場面において， グ

ループが1-分できていない時、点での話し合いが難しい

と息われた場面があり，全1本でのデイスカッションに

急きょ変史することもあった。こうした授業を行うこ

とで，似つく生徒がでないようにすることが，こうし

た授業では特に求められる。

ある。その際に，）llしヽる健康行動として欧米の場介

梵物乱）l]，アルコール，！雙腔を変数とすることが多い

が I]本の高校生を対象とするしSTでは日本の高

校生の健康行動として間むとなっていること（例えば，

ネソト依存やテート DV) に着 1:.1する必炭があろう。

こうした健康行動の間坦の］叶坊につながるしSTプロ

クラムの1}廿梵も重裳な 11閑切である。第 2に， 今Ili|0)参

加者は「心判学人1"l」を）役修したIt徒に限定されてお

り，心JI)！予：やカウンセリングにもともと興味がある牛

孤であったということがあり，対象が伽っている IIlf詣

骨がある，万 i予級仝休あるし＼ぱ‘.？校仝休を対象としてこ

のプログラムを実施したときの効果について，改めて

検吋する必裳がある。第 3に，本1i)［究では統訓料（：を設

闘できていない、収がある。学校現場ではしばしば統訓

群を成置することが罰しいことは指摘されている。そ

のため，ウェイティングリスト｛｛『を設けるなど予校

現場における実験的な研究叶訓の］―．夫なとが批奨され

ている。こうした実加の仕方につしヽては，今後検叶し

てしヽきたい。第 4は， 木研究では学胄さ iしたスキルか

トレーニング場而以外でも）IJいられているか（般化効

呆）や，一定期間をおいて百）文学誓されたスキルを測

定した際トレーニング終［間のスキルレヘルが保たれ

てし＼るか（雑'、1寺効果）について検討されていない。ス

キルトレーニングにおいて． これら般化や維持につい

て検討することが諜也であることが指摘されている

（金 1l」•佐藤·前 1:l．I, 2004)。これら間題点を改善した

上で同様のスキルトレーニングを実施し再度効果検

討を行う必要がある。
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Conducting a Life-Skills Training for High School Students 

Junko IIDA (University oJTsidm.ba) 

J n t.hb study, a lire-skills training program consisted of 5 classes was clevelopecl ancl conduc1.ccl Lo I 6 high school 

sLUdent.s who at.tended high school in I.he Kanl.o region. The subscale level analysis showed Lhc scores o「two

subscalcs ("sclr-sLudy skills" and "career-decision skills") increased at signi「icantlevel. The ii、cmlevel analysis 

showed that the scores of 2 items in the self-study skills s11bscale, 2 items in the career-decision skills subscal~\ and 

1 iLern in I.he health-rnaintenance skills subscale increased at signitic,-int level. Also, the result of student. evaluation 

regarcling t、heprogram showedしhat.s1:uden1.s evalua1:ed the program highly; scores of over 4.50 on Lhe 5-point scale 

on content, understanding level and utility. The result of students'free description showed that students ev叫uated

Lhe content positively in general. The implications for planning life-skills training at high schools are discussed 

briefly 

Keywords : life-skills training, high school stuctent.5,preventive education, primary support services 
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